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冨田　宏治（法学部教授・副学長）

ボランティア活動支援センター長

はじめに

　関西学院には、関東大震災への支援活動をはじめ、長きにわたって災害支援
活動に携わってきた歴史があります。近くは1995年の阪神・淡路大震災を契機
として、関西学院大学の学生、教職員のボランティア組織としてヒューマンサー
ビスセンターが発足し、以来20年以上にわたり活動して参りました。他にも様々
な学生ボランティア活動団体が、多様なボランティア活動を積み上げてきていま
す。
　これらの伝統を引き継ぎ、去る2016年４月には関西学院大学ボランティア活
動支援センターが設立され、ボランティア活動に対する大学としての相談窓口が
開設されました。これによって、大学主導のもとに学生諸君のボランティア活動
の支援を行なうとともに、学内の様々なボランティア活動団体相互の協力・連携
をはかる態勢が整えられました。
　ボランティア活動支援センターの事業推進のため、同センター内にヒューマ
ン・サービス支援室も設置されることとなりました。ヒューマン・サービスとい
う名前からもお解りいただける通り、ヒューマン・サービス支援室は、上記の
ヒューマンサービスセンターの実績を直接に受け継ぐものであり、学生などによ
るボランティア活動を支援し促進する場となっています。その業務は、ボラン
ティア活動への支援・助言、ボランティア活動に関する情報収集と提供、ボラン
ティア活動についての啓発、ボランティア活動に関する評価とその公表など多岐
にわたるものとなっています。
　近年、地震、台風、大雨など様々な自然災害が発生しています。このような状
況の中で、政府・地方自治体などの公的な支援だけでなく、ボランティアによる
様々なレベル・内容の支援がますます必要とされてきています。このような状況
下で、ヒューマン・サービス支援室の役割がますます重要となってきています。
2016年春に発生した熊本地震では、多くの人々が被災されました。その支援の
ために、本学ヒューマン・サービス支援室では、2016年度から2018年度にかけ、
毎年４回、計12回にわたって、延べ254人の学生を現地に送り出し、避難所や仮
設団地において、現地の状況を踏まえ継続的に様々な支援活動を実施ししてきま
した。また2018年７月の西日本豪雨の被災地（岡山県倉敷市真備町）に対しても、
計４回延べ72人の学生を派遣して、現地支援にあたりました。
　関西学院大学ボランティア活動支援センターはヒューマン・サービス支援室と
ともに、皆様方との連携をいっそう深め、社会へのさらなる貢献をめざして歩ん
で参りたいと存じます。
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関　嘉寛（社会学部教授）

ヒューマン・サービス支援室　室長

はじめに

　私たち関西学院大学ボランティア活動支援センター　ヒューマン・サービス支
援室は2016年４月の設立から３年経ちました。２年かけて組織の基礎作りをし
てきました。そして今年度は、その基礎をもとに次のステップに進む１年にした
いと思っていました。それに伴い、今まで以上に多くの方々のご支援やご協力を
いただくことになりました。本来であれば、お一人お一人にお礼を申し上げるべ
きところですが、紙幅の関係もあり、この報告書をもって、お礼にかえさせてい
ただきたいと思います。
　ヒューマン・サービス支援室は、関西学院大学内におけるボランティアセンター
として、大学内におけるボランティア情報の集約や発信、そして何より大学内に
ボランティア文化を創り上げることをミッションとしています。このミッション
を果たすために、教員・専従コーディネーター・事務局・学生ボランティアコー
ディネーターとが連携しながら、１年間それぞれの役割を果たしてきました。
　2018年度の活動の大きな柱は、学生ボランティアコーディネーターの自主性
と創造力の向上、学生へのボランティアコーディネートやボランティア関連イベ
ントの充実、熊本地震現地ボランティア活動などの災害対応、そして西宮上ケ原
キャンパス以外の主要2キャンパス（神戸三田キャンパス・西宮聖和キャンパス）
での活動の開始でした。
　それぞれの内容については、本文中で詳しく報告させていただきます。みなさ
んにはじめにお伝えしたいのは、2018年度の活動は支援室の活動が次なるステッ
プに上がる重要な１年であったということです。
　学生ボランティアコーディネーターの自主性と創造力は専従コーディネーター
の指導→アドバイスのもとで高まり、学生ボランティアコーディネーターが支援
室に関わる活動を「自分たちの活動」として認識し始めました。また、熊本県益
城町での４回の活動のほか西日本豪雨災害ヘの３回のボランティア活動も行えま
した。神戸三田キャンパスでは、新たに学生ボランティアコーディネーターを据
え、コーディネート活動を定期的に行うことができました。
　もちろん、いくつかの課題も見つかった１年でした。事務局体制の確立・役割
分担の明確化が不足していたり、学内外のネットワークが不足していたり認知度
が低かったりしたため、支援室の活動が十分に広がりを持つことができませんで
した。このような状況を変えるべく、実績を積みながら、同時に発信をしていく
ことが重要であることを改めて感じた１年でもありました。
　2018年度は新しい体制のもと、これら成果をもとに、支援室の活動を発展させ、
課題を一つでも克服していき、新たな可能性を見つけていきたいと思っています。
その際には、みなさまのさらなるご支援、アドバイスなどが必要となると思いま
す。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。
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成安　有希
ボランティアコディネーター

　ボランティア活動支援センター　ヒューマン・サービス支援室が開室して３年
が経ちました。西宮上ケ原キャンパスで２年間立ち上げに奮闘し、今年度は神戸
三田キャンパスでも本格的にボランティアセンターを立ち上げるため、キャンパ
スを移って奮闘した１年となりました。
　神戸三田キャンパスでは週２回の開室であったため、なかなか定着せず、学生
に認知してもらうことも難しかったですが、２学部のみが通うキャンパスで、学
生同士の横のつながりが強いという特徴があったため、数人のコアな学生に関
わってもらえると、そこから輪を広げていくことができました。またその特徴に
よって、学内ボランティア団体の横のつながりを少しずつ築くこともでき、初年
度にも関わらず、ボランティア希望の学生のみならず、すでにボランティアをし
ている学生が相談に来室してくれるなど、様々な利用をしてもらうことができま
した。
　学生コーディネーター（学生CO）も、神戸三田キャンパスで12名ほど集まり、
ボランティアセンターを１からつくるところを協力して取り組んでくれました。
まずは学生COの組織づくりからと、何もわからない中でも、どうしたら神戸三
田キャンパスの学生がボランティアに取り組むだろうか、その一歩として、どう
やったら支援室に足を運んでくれるだろうなどみんなで日々考え、工夫を凝らし
ていきました。学生COという仲間がいたからこそ、ボランティアセンターの根
幹をつくれたと思いますし、１年経って、学生目線のとてもいいボランティアセ
ンターができてきていると思います。学生COとして一緒に取り組んでくれたメ
ンバーには感謝したいです。
　災害支援では、引き続き熊本地震現地ボランティアを実施しました。被災地の
状況が刻一刻と変化する中で、自分たちはどんなことができるのか。これまでやっ
てきたことのどの部分を変え、どの部分は貫いていくのか。そんなことを学生と
一緒に考えながら取り組んできました。現地に行くたびに、住民の方々に盛大に
迎えていただき、改めて継続して活動することの大切さや、個々人との関係を築
くことの大切さを感じました。このプログラムを通じて、参加した学生も同じよ
うに、これらの大切さに気付いてくれたらなによりです。
　ヒューマン・サービス支援室は、様々な方々のご協力やご支援をいただき、設
立から３年を迎えました。日頃からご支援をいただいている関係各所の皆様には、
この場をもってお礼を申し上げます。現在、学生COは全員で70名ほどにも増え、
扱うボランティア情報も大変多く、少しずつ充実した環境をつくることができて
います。学生への認知度も年々上がり、ボランティアを探すだけでなく、様々な
相談のために学生が足を運んでくれる場所となってきています。今後もさらに充
実させ、学生のチャレンジを後押しできる空間にできればと思っています。

はじめに
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岡　秀和
ボランティアコーディネーター

　ボランティア活動支援センター　ヒューマン・サービス支援室が開設して３年
目を迎える2018年度、専従コーディネーターの増員に伴い私も支援室スタッフ
の仲間入りをしました。ボランティアに参加することは、最初はとても勇気がい
ることですが、その少しのきっかけを掴むことで世界（視野）が広がることを多
くの学生に伝えたいという思いを持って日々の業務に取り組んでいます。
　日々活動する中で、「学生コーディネーター（学生CO）が支援室の活動の中心
である」ことを特に意識しています。いかに学生COが主体的に考え、行動し、
時には大学や支援室へ提言をすることができるかで関学生のボランティアへの意
識の高まりも大きく変わると考えています。学生COの所属人数も70名ほどに増
え、一人ひとりとじっくり話す時間はそれほど多くありませんが、彼らの「何か
したい」という思いはとてもまっすぐで、その思いをイベントやコーディネーショ
ンという形にしていく過程に大きな意味があると感じています。学生COにどの
ような声をかけるか、どのタイミングでサポートするか等日々悩みはつきません
が、彼らが成長していく姿が見られることは私自身にとっても大変励みになって
います。今後は学生COの組織としての活動の広がりをともに考え、研修・育成
の仕組みについても模索していきたいと思います。
　さて、2018年度は大阪北部地震・西日本豪雨水害等多くの災害に見舞われた
１年でもありました。大阪北部地震では被災当事者となる学生も多くいましたが、
支援について具体的な検討ができなかったことを反省し、災害時対応のフローに
ついて整理を進めました。また、西日本豪雨水害については広島や岡山出身の学
生が自ら情報を集め支援室へ伝えてくれたこともあり、学生の関心を集めボラン
ティアバスを出すことができました。熊本地震現地ボランティア参加学生が他の
災害支援活動にも積極的にかかわってくれたことから、学生同士で災害支援への
エンパワメントができていることを感じました。
　就任１年目から多くの災害に見舞われ、正直私自身困惑したことも多かったで
すが、その中でも充実した活動ができたことはひとえに関係各所の皆様、そして
何より学生の皆さんのご支援・ご協力のおかげです。改めて感謝申し上げます。
　来年度は設立から４年目、かつ成安が最終年度となりますので、業務だけでな
く思いもしっかりと引継ぎ、より多くの学生がチャレンジするための後押しがで
きる支援室にしていけるよう、私自身も挑戦をしていきたいと思います。2019
年度もどうぞよろしくお願いいたします。

はじめに
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森本　敦史
2018年度学生コーディネーター代表

　どの学生COも自身の価値観、熱い想いを持ち、活動に携わっています。その
価値観や想いを実際に実現させる場が学生COの活動です。特に2018年度は個人
の想いを大事にしてきました。学生COとして内部変革を通して想いを活動にで
きました。具体的には、部署を設置し、学生COの「やりたい」を「できる」よ
うにしました。それに加えて、ミーティングを通してボランティアについてもっ
と考え、意見を交換し視野を広げました。また、今まで通り、ボランティアコー
ディネートを大切にし、ロールプレイとワークを通して学生に寄り添う方法を学
んでいきました。活動が、正しい手段であったかはわかりません。ただ、強い想
いをもって、試行錯誤を繰り返しました。
　この、「とりあえずやってみる」の気持ちが学生らしさであり学生COの魅力だ
と思います。目標である「魅力UP」はそんな学生COを体現していました。個人
が持っている想いを共有し、周りを巻き込み、協力して新しいものを生み出す。
このような経験は貴重であり、それを学べる学生COはとても恵まれています。「学
生だから間違えてもいい」「学生だから、おもろいことしたい」という精神があ
るからこそ、学生COのニーズがあるのだと思います。これからも是非、行動と
想いを大切に活動してほしいと強く願っています。
　2018年度の学生COの魅力の大きなものは「人」でした。新入生が30人近く入り、
大きな団体になりました。その影響もあり、予定していた企画スケジュールに加
えて新企画を実施することができました。企画自体も、運営から広報までうまく
いっていたと思います。しかし、それより魅力的だったのは、学生CO一人ひと
りの個性でした。時々、「学生COってどんな人が多いですか？」という質問を
されますが、いつも「真面目で個性が強い人が多いです」と答えています。すべ
ての学生COに同じような人は存在せず、十人十色の人が集まっています。特に
この個性が反映されているのがボランティアコーディネートです。来室学生が同
じでも、話し方、話題、紹介するボランティア、説明、こだわるポイント、全て
が異なります。同じなのは、来室学生に満足してほしいという気持ちだけです。
人が人にコーディネートするのだから、多様な個性を受け入れ、人それぞれの
コーディネートをしてほしいです。
　最後に、私は学生COとして、最も活動を楽しんでいると自負しています。な
ぜなら、周りの学生COの成長に喜びを感じ、企画での達成感の感動を共有でき、
自分の想いを伝え、共感してくれる仲間がいたからです。ボランティアを広める
ためには自らボランティアを楽しんでいないと伝わりません。他のメンバーに
も、活動に対して自分なりの楽しみ、価値を見つけ、主体的に活動してほしいと
思います。

文学部３年

はじめに
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ヒューマン・サービス支援室
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ヒューマン・サービス支援室

　関西学院大学ボランティア活動支援センターヒューマン・サービス支援室（以下、

支援室）は、大学内におけるボランティアセンターの役割を果たす部署として2016

年４月に設置されました。

　支援室の母体の一つになったのは、1995年阪神淡路大震災後に設立された関西学

院ヒューマンサービスセンター（HSC）です。HSCでは、教職員と学生が協力して、

さまざまなボランティアコーディネートがおこなわれていました。そういう意味で、

関西学院大学におけるボランティアセンターの歴史は古いものです。

　しかし、残念ながら、HSCは、関西学院大学内におけるボランティア活動の組織

的な支援という点において課題を抱えていました。このような課題に対応するため

に、何年間かにわたる学内協議や勉強会の末に、大学内で組織的に位置づけられた

組織として開設されました。

　支援室は、関西学院大学のスクールモットーである“Mastery for Service”を体現す

るボランティア活動を、さらに広げ、多くの学生が参加できる環境作りをミッショ

ンとしています。そのために、ボランティア活動の情報の発信や共有を中心に、ボ

ランティアをしたい学生とボランティアをしてほしいニーズをつなげていく活動を

おこなっています。たとえば、支援室の存在を学内各部署や学生に知ってもらうた

めに、ボランティアEXPOなどのイベントを行っています。支援室は、学内におけ

るボランティア活動の情報をコントロールすることではなく、かつそうしている人

びと、活動したい学生たちの自主性を尊重し、窓口として学内外のボランティアを

活性化することを目的としています。

　また東日本大震災での大学の組織的な支援を再考し、発展させることも支援室に

課せられたミッションです。関西学院大学では、関東大震災時もボランティアを現

地に派遣しているほど、災害救援において伝統があります。この伝統を受け継ぎ、

災害が多発する現代社会において、被災者や被災地に寄り添う活動を組織的に行い

たいと考えています。

学内における位置づけ

１．ヒューマン・サービス支援室とは
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ヒューマン・サービス支援室

2018 年度の取り組み

　３年目に入り、学生 CO の増加・活性化、専従コーディネーターの増員、そして事務局体制の見直しな

どに伴い、事業を拡充してきました。

主な取り組みとして、以下の５つが挙げられます。

●ボランティア情報の収集と発信

●ボランティア関連イベントの企画、実施

●学生コーディネーター（学生 CO）の育成

●神戸三田キャンパス・西宮聖和キャンパスでの活動

●災害支援活動：熊本地震被災地支援活動および西日本豪雨水害支援活動

＜ボランティア情報の収集と発信＞

　昨年度に引き続き、外部団体のボランティア募集情報の収集、整理をし、来室学生に紹介しました。学

内外での認知度が少しずつ上がり、各方面から情報が寄せられるようになったため、情報が充実しました。

また、今年度から情報整理のためにタブレット端末を導入しました。学生 CO にも使い方を指導することで、

コーディネートの際にも、より詳細な情報を提供することができるようになりました。発信に関してはま

だ発展途上な部分もあるので、引き続き重要な課題として取り組んでいきます。

＜ボランティア関連イベントの企画、実施＞

　学生 CO とともに、ボランティアに関するイベントを学内外で実施しました（イベントの詳細は 30 ペー

ジ以降に掲載）。学生 CO の中で実行委員会を編成し、企画書作成から企画を実施するまで、どのような

ステップを踏むのかを確認しながら進めていきました。最初は手探りだった学生も、イベントを重ねるご

とに、学生同士で教えあい、全員が協力してイベントを実施することができました。

＜学生コーディネーター（学生 CO）の育成＞

　支援室の活動の中心である学生 CO が力をつけ、来室した学生への対応などの質を担保するために、年

度初めに基礎研修会を実施しました。初めて宿泊を伴う研修を実施したことで、ボランティアに関する基

本的な内容や企画を立てるワークショップだけではなく、学生 CO 同士が交流し連携を深めるためのレク

リエーションも行うことが出来ました。

　また、年度の終わりには総会を行いました。総会を通じて、学生 CO が 1 年を振り返り、次年度に向け

ての課題と目標を考える機会を創ることができました。
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＜神戸三田キャンパス・西宮聖和キャンパスでの活動＞

　関西学院大学の主要３キャンパスは、それぞれ異なる性格を持っているため、それぞれのキャンパス

の特性に応じた活動を展開しました。まず、不定期に月１～２回ほどで活動していた神戸三田キャンパ

ス（KSC）での活動を定例化しました。具体的には、週に２回ヒューマン・サービス支援室を開室した他、

熊本地震現地ボランティアについての展示を出したり、総合政策学部・理工学部のチャペルアワーで支援

室についての広報をしたりしました。KSC にある総合政策学部は、社会貢献活動などに関心をもつ学生も

多く、学生 CO として活動してくれる学生も出てきました。

　また、教育学部が置かれている西宮聖和キャンパス（NSC）では、ほかの 2 キャンパスに比べると規

模も小さく、カリキュラムの特性があるため、既存の学内団体との連携を深めることに取り組みました。

NSC の学生団体が主催となる「ボランティア EXPO」のサポートをしたり、NSC 所属の団体との意見交換

会を実施したりしました。

＜熊本地震被災地支援活動＞

　2016 年度、2017 年度に引き続き、年間４回の活動を実施しました。学生の関心も依然として高く、毎

回募集定員の２倍ほどの応募がありました。参加者は、事前研修を通して、自分たちが現地でする活動を

自ら考え、準備をしました。現地では本校の活動を待ってくれている住民の方が増え、継続して活動する

ことの重要性を感じました。

＜西日本豪雨水害支援活動＞

　2018 年７月に起きた西日本豪雨水害による被災地域である岡山県倉敷市真備町での支援活動を実施し

ました。ヒューマン・サービス支援室では西宮市社会福祉協議会などと連携して情報収集を行い、計３回

ボランティアバスを出し現地支援を行いました。倉敷市災害ボランティアセンターを通じて活動を行い、

泥かきや家屋の清掃などに取り組みました。

2018 年度の取り組み
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2019 年度の計画

　2018年度のふり返りから、重点的に取り組む活動は以下の４点にしました。
●学生COとの協働
●神戸三田キャンパス・西宮聖和キャンパスへの展開
●熊本地震現地ボランティアの収束
●災害支援対応の確立・準備

＜学生COとの協働＞
　大学ボランティアセンターである支援室にとって、学生COの活躍は必須のものと考えています。４年
目に向け、さらにその力を発揮できるような環境作りを進めていきます。そのために、以下のような点に
留意しながら活動していきます。
　・研修会の発展
　・運営体制の見直し

＜神戸三田キャンパス・西宮聖和キャンパスへの展開＞
　現在は、西宮上ケ原キャンパスを中心とした活動になっていますが、他の２キャンパスの学生に対して
もそれぞれの特性に合った支援をしていく必要があると考えています。そのために、以下のような点に留
意しながら活動していきます。
●神戸三田キャンパス
　・キャンパス事務室との連携
　・活動および活動場所の継続
　・ボランティアに関するイベントの実施
　・学内ボランティア団体との連携強化
　・広報活動
●西宮聖和キャンパス
　・学生団体やキャンパス事務室との連携
　・ボランティアに関するイベントの実施
　・認知度の向上
　
＜熊本地震現地ボランティアの収束＞
　2016年度から続けてきた熊本地震現地ボランティアについて、仮設住宅の入居期限を迎える2019年度
で終了する見込みです。４年間の活動にどのような意義があったか、学生目線や当事者の目線でこの活動
を収束させたいと思います。そのために、以下のような点に留意しながら活動していきます。
　・大学が災害支援を行う意義と課題の集約
　・４年間の活動のまとめと課題を可視化する
　［例］熊本地震現地ボランティア 過去参加者が集まる「集い」を開催
　　　  参加学生などが聞いた被災者や関係者の話を集約
　　　  参加学生の声・アンケートの集約
　　　  引率教員・職員のレポート作成

＜災害対応の確立・準備＞
　関西学院大学では、関東大震災にはじまり多くの災害に学生がボランティアとして支援活動をおこなっ
ています。その活動を組織的に支えられるような体制づくりが必要だと考えています。そのために、以下
のような点に留意しながら活動していきます。
　・災害発生時の対応の方針を立てる
　・西宮市社会福祉協議会など関係団体と災害支援連携について確認する
　・災害支援について学ぶ機会の提供をするために、学内外の関係部署・組織と連携を図る
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２．ボランティアコーディネート

支援室の利用・活動状況

【神戸三田キャンパス】

　2018 年 4 月から、神戸三田キャンパスでもボ
ランティアセンターを開室しています。
　基本的には週に 2 回開室し、上ケ原キャンパス
と同じようにボランティア情報の紹介や、相談事
業を行いました。

【西宮上ケ原キャンパス】

月別来室者のべ数
月 ボランティア紹介 ボランティア相談 その他 合計
４月
５月
６月
７月
８月
９月
10月
11月
12月
１月
２月
３月
合計

73
63
29
23
1
4
27
19
22
9
1
5
276

3
3
1

2
2
4
1
1
1

18

5
11
10
6

1
5
7
3
5

53

81
77
40
29
3
7
36
27
26
15
1
5

347

（人）

日別来室者のべ数

4月
5月
6月
7月
9月
10月
11月
12月
1月
合計

7回
9回
8回
8回
2回
6回
8回
6回
6回
60回

22
26
9
6
0
9
7
5
9
93

3

3

18
30
6
2
0
18
11
13
13
111

40
56
15
11
0
27
18
18
22
207

月 開室日数 その他 合計ボランティア
紹介

ボランティア
相談

（人）

【利用者内訳（Welcomeシート記入者分）】
＊Welcomeシートとは
　支援室に来室した学生で、ボランティア情報の紹介を希望する学生に記入してもらっているシート
　です。
　学部・学年・名前のほか、興味があるボランティアのジャンルを　してもらうことでコーディネー
　ションに活用しています。

学年/学部 神 文 社会 法 経済 商 理工 総合
政策

人間
福祉 教育 国際 合計

1年生 0 25 29 35 19 12 16 57 25 9 23 250

2年生 0 5 4 6 1 5 2 15 11 3 1 53

3年生 0 11 10 2 1 0 2 19 7 6 2 60

4年生 0 6 1 3 3 1 0 2 0 0 1 17

研究科 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1

合計 0 47 44 47 24 18 20 93 43 18 27 381

　　　※一部、welcomeシートを記入していない学生や、複数回来室した学生で１枚しかシートを
　　　　記入していないケースがあったため、来室者のべ数と利用者内訳で人数が違っています。

（人）
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【西宮聖和キャンパス】
　2018 年度は学内団体をサポートして「聖和ボランティア EXPO」を開催した他、今後の西宮聖和キャン
パスでの展開について学内団体と意見交換会を行った。

聖和ボランティア EXPO
日　　程：2018年10月11日（木）11：10 ～ 15：00
場　　所：西宮聖和キャンパス ラーニングコモンズリプラ２階
内　　容：「関学最大のボランティアの祭典」と称し、西宮上ケ原キャンパスで毎年開催している関
　　　　　学大生が所属するボランティア団体の合同説明会。来場者は会場を自由に出入りでき、
　　　　　興味のある団体の話を聞くことができる。西宮聖和キャンパスではこれが初めての開催。
主　　催：西宮聖和キャンパス学生YMCA、CORｓ
協　　力：ヒューマン・サービス支援室
来場者数：13名
出展団体：14団体
　・ヒューマン・サービス支援室　学生コーディネーター
　・西宮聖和キャンパス学生YMCA
　・CORs
　・関関 COLORS
　・学生団体Infinite Connection
　・K.G.BrainHumanity
　・PENS

・関西学院 上ヶ原ハビタット
・学習ボランティアサークル ALIVE
・ほっとコミュニティ
・リーダーズカフェ /宝塚つばめ学習会
・学生国際協力団体CUE
・子どもの友
・西宮聖和キャンパス キャリアセンター
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外部団体からの情報提供数

子ども・青少年

教育

福祉（障がい）

福祉（高齢）

医療・保健

国際

環境

動物

芸術・文化

スポーツ

災害支援

まちづくり

祭り・イベント

人権

スタディツアー

学内団体

その他

子どもたち、中高生などと関わる活動（キャンプ、子ども食堂、子どもたちの工作サポートなど）

主に教科指導（勉強）に関わる活動（学校内での児童・生徒支援事業、塾での勉強支援、学習支援活動など）

障がいがある方の余暇活動の同行、支援施設での活動など

高齢者と関わる活動（介護施設での活動など）

献血、病院でのボランティア活動、心に病を持つ人への支援活動など

国内外問わず、海外の方と関わる活動（海外での支援活動、国内での日本語教育支援活動など）

環境保護・保全に関わる活動（植林活動、ごみゼロ運動、清掃活動、水質保全活動など）

動物保護、生態系の再生・保全活動など

美術館・博物館での活動、音楽祭のサポート、地域文化の保全活動など

スポーツに関わる活動

防災活動、災善時の救援・支援活動、災害記念式典の運営など

地域住民と関わる活動、地域ＰＲ活動、まちあるきの運営など

お祭りや行事の運営、お手伝いなど

難民・難病がある方の支援や権利擁護活動など

参加者と現地の人々の相互理解や体験学習を目的とする活動（平和学習、文化体験など）

大学公認団体、所属している学生の8割以上が関学生 or MTGを関学内で行っている団体

上記にあてはまらないボランティア活動（講演会、勉強会、ワークショップを含む）

総計

支援室では、提供していただいたボランティア情報と提供数を17種類のジャンルに分けて紹介しています。
ジャンルは、１つの情報に対して最大３つまで選択しています。

121

46

58

17

13

60

45

2

18

33

53

50

88

13

22

25

77

741

月別情報件数（うち、来室した団体数）

４月
５月
６月
７月
８月
９月
10月
11月
12月
１月
２月
３月
計　

51情報（６）
43情報（１）
48情報（11）
20情報（０）
11情報（３）
18情報（２）
27情報（７）
24情報（３）
14情報（２）
37情報（１）
17情報（２）
48情報（５）
358情報（43）

春学期　191情報（23）

秋学期　167情報（20）

（情報）
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３．災害支援活動

2018年度の災害支援活動について

　2018 年度は、主にこれまで続けてきた熊本地震現地ボランティア活動の継続と、西

日本豪雨水害に伴う岡山県倉敷市真備町でのボランティアバスの活動の２つを軸に活動

しました。

　2016 年度から継続して行っている熊本地震現地ボランティア活動は引き続き益城町

の仮設住宅にて活動を実施しました。現地の方との関わりも継続するにつれて深まり、

「関学生が来てくれると聞いて（集会所に）来たよ」と言っていただく場面もありまし

た。加えて、今年度は仮設住宅の集会所で活動するだけでなく、戸別訪問という形で各

住宅へ訪問してお掃除や畑仕事などをさせていただきました。徐々に仮設住宅を退去さ

れる方も増えてきた中で、今後どのような支援が必要かを改めて考える１年となりまし

た。また、仮設住宅の入居期限となる 2019 年度は、ヒューマン・サービス支援室とし

ても熊本地震現地ボランティア活動をどのように収束するか、学生が今後熊本とどのよ

うなかかわり方が継続できるかを模索したいと思います。

　今年度は 2018 年 7 月に発生した西日本豪雨水害への支援活動も実施しました。水害

発生当初より、ニュースなどを見て「自分にも何かできることはないか」と考えた学生

たちが LINE グループで水害支援のネットワークを作りました。学生からは「現地へ支

援に行きたい」という声が上がりました。ヒューマン・サービス支援室は西宮市社会福

祉協議会や災害支援 NPO と情報交換を行う中、特に岡山県倉敷市真備町では家屋の清

掃等、支援が必要だということを確認しました。そして、ボランティアバスを３度運行

して真備町の災害ボランティアセンターを通じて活動を実施しました。（第３回の活動

は台風接近のため中止）

　また、水害支援のネットワークから有志の学生が「レモネード大作戦」というチャリ

ティー活動を立ち上げ、売上金を寄付するという活動も行われました。有志の学生の中

で中心となったのは過去に熊本地震現地ボランティアに参加したメンバーで、災害支援

への関心を継続して持ち続け、自ら支援活動を考え実践する姿も見られました。
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災害支援活動スケジュール

2018年度 内容 場 所
４月14日（土）
～15日（日） 熊本現地視察 熊本県益城町他

４月16日（月）
～24日（火）

第９回熊本地震現地ボランティア
募集期間

５月16日（水） くまモンへの活動報告 西宮上ケ原キャンパス
B102教室

６月８日（金）
～11日（月） 第９回熊本地震現地ボランティア活動 熊本県益城町

６月26日（火）
～７月５日(木）

第10回熊本地震現地ボランティア
募集期間

７月30日（月）
～８月５日(日）

第１回西日本豪雨水害ボランティアバス
募集期間

８月３日（金） 第８回熊本地震現地ボランティア活動報告
ラジオ番組収録（2018年９月１日（土）放送） さくらFM

８月10日（金） 第１回西日本豪雨水害ボランティアバス活動 岡山県倉敷市真備町

８月24日（金）
～28日（火）

第２回西日本豪雨水害ボランティアバス
募集期間

９月１日（土） 第２回西日本豪雨水害ボランティアバス活動 岡山県倉敷市真備町

９月６日（木）
～10日（月）

第10回熊本地震現地ボランティア活動 熊本県益城町

９月10日（月） 第９回熊本地震現地ボランティア活動報告　活動情報誌発行

９月11日（火）
　～19日（水）

第３回西日本豪雨水害ボランティアバス
募集期間

９月19日（水）
～27日（木）

第11回熊本地震現地ボランティア
募集期間

９月30日（日）
第３回西日本豪雨水害ボランティアバス活動予定日
【台風の接近に伴い中止】

10月５日（金）
～14日（日）

第４回西日本豪雨水害ボランティアバス
募集期間

10月13日（土） 熊本地震現地ボランティアOBOG会 大阪梅田キャンパス
1005教室

10月16日（火）
～18日（木）

有志学生によるチャリティー企画「レモネード大作戦」 西宮上ケ原キャンパス
生協前プラザ

10月20日（土） 第４回西日本豪雨水害ボランティアバス活動 岡山県倉敷市真備町

11月９日（金）
～12日（月）

第11回熊本地震現地ボランティア活動 熊本県益城町

12月４日（火）
～14日（金）

第12回熊本地震現地ボランティア
募集期間

12月10日（月）
～14日（金）

第10回熊本地震現地ボランティア活動報告：
ポスター展示（ボランティアweek）

西宮上ケ原キャンパス
　大学図書館エントランス
西宮聖和キャンパス
　ラーニングコモンズリプラ
神戸三田キャンパス
　Ⅱ号館102教室前
   Ⅵ号館201教室前

2019年
２月２日（土)
３月２日（土）

第11回熊本地震現地ボランティア活動報告　
ラジオ番組収録（2019年４月14日（日）放送）

さくらFM

２月16日（土） 西日本豪雨水害ボランティアバス活動報告、
「レモネード大作戦」

西宮聖和キャンパス
子どもセンター さぽさぽ

２月22日（金）
～26日（火）

第12回熊本地震現地ボランティア活動 熊本県益城町
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くまモンへの活動報告

日　　程：2018年５月16日（水）15：00 ～ 15：30

場　　所：西宮上ケ原キャンパスＢ号館102教室

内　　容

　・活動報告

　・活動に参加した感想

　・くまモンからのお礼：サイン、プレゼント贈呈

第 9回　熊本地震現地ボランティア活動

日　　程：2018年 6月 8日（金）～ 11日（月）

参加人数：学生 21名　/　教職員 4名

　　　1年生：5名、2年生：5名、3年生：10名、M2：1名

活動内容

木山仮設団地

　活動：子ども遊び &茶話会、ぺたぺた手形アート

馬水東道仮設団地

　活動１日目：アクティビティゲーム（クイズ、マシュマロ

　　　　　　　チャレンジなど）、模造紙アート

　活動２日目：何でも屋さん、茶話会

安永仮設団地

　活動：たこやき作り、ドーナツ作り

【熊本地震支援】
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第 8回　熊本地震現地ボランティア活動報告 ラジオ番組製作

日　　程：（収録日）2018年８月３日（金）
　　　　　（放送日）2018年９月１日（日）

　　　　　　　　　  14：00 ～ 15：00

協　　力：さくらFM株式会社
内　　容
番組名：『LookBack熊本 2years ago!』

　①熊本地震の概要

　②熊本地震現地ボランティアの活動報告（第１回～第８回）

　③熊本の魅力

　④熊本の現状と課題、今後の支援について

第 10回　熊本地震現地ボランティア活動

日　　程：2018年９月６日（木）～ 10日（月）
参加人数：学生18名　/　教職員４名
　１年生：５名、２年生：６名、３年生：３名、４年生：４名

活動内容
まち歩き
　テーマ： 震災によって壊れたものを写真におさめて、その

　　　　　背景を考えよう

木山仮設団地
　活動：茶話会（そうめん作り・折り紙）＆子ども遊び
馬水東道仮設団地
　活動１日目：昔遊び（カルタ、万華鏡作り、けん玉など）
　活動２日目：マニキュア体験

安永仮設団地
　活動：パンケーキ作り、茶話会
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第 11回　熊本地震現地ボランティア活動

日　　程：2018年11月9日（金）～ 12日（月）

参加人数：学生16名　/　教職員３名

　１年生：５名、２年生：３名、３年生：５名、４年生：３名

活動内容

木山仮設団地

　活動：揚げ餃子作り、茶話会（折り紙）

馬水東道仮設団地

　活動１日目：みんなで体を動かそう！（チアダンス）、なん

　　　　　　　でも屋さん（お宅訪問）

　活動２日目：水餃子作り、茶話会（折り紙、カルタ）

安永仮設団地

　活動：ブレスレット作り、茶話会（折り紙）

熊本地震現地ボランティア ＯＢＯＧ会

＊OBOG 会の開催趣旨
第 1回～ 10回の現地ボランティア参加メンバーに呼びかけ、
熊本のことについて振り返りながら、当時の仲間と、そして回
をまたいで新しい仲間との交流を通じて、今後の活動について
考えるために開催
　
日　　程：2018年 10月 13日（土）
　第１部： 17：30～ 19：00、第２部： 19：30～ 21：30
参加人数
　・第１部：学生 11名　/　教職員 4名
　　　2年生：2名、3年生：4名、4年生：5名
　・第２部：学生 13名　/　教職員 2名
　　　2年生：2名、3年生：5名、4年生：5名、卒業生 1名
場　　所：大阪梅田キャンパス 1005教室
テ  ー  マ：これまでの活動を振り返り、これからの活動を考えよう
内　　容
第１部：ワークショップ
　・各回の活動内容振り返り
　・活動に参加したことでどんな変化があったか
　・大学としてではなく、「学生団体」として現地で活動すると
　　したら何をするか
第２部：懇親会
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第 11回　熊本地震現地ボランティア活動報告 ラジオ番組製作

日　　程：（収録日）2019年２月２日（土）、３月２日（土）

　　　　　（放送日）2019年４月14日（日）12：00 ～ 13：00

協　　力：さくらFM株式会社

内　　容

番組名：『熊本のみんなは元気だモン！～熊本地震発生から３

　　　　年を迎えて～』

①熊本って？：熊本地震の概要や現地ボランティアについて、

　出身有名人や名産品について

②活動参加学生の声：活動に複数回参加した関学生へのイン

　タビュー（現地の様子や移り変わり）

③ココが熊本のよかとこばい！：観光地など、熊本の魅力を

　楽しく伝える

④これからの熊本：関学生のこれからの関わり方、展望

第 10回　熊本地震現地ボランティア活動報告 ボランティアweek ポスター展示

日　　程：2018年 12月 10日（月）～ 14日（金）

場　　所：西宮上ケ原キャンパス　

　　　　　　大学図書館エントランス

　　　　　西宮聖和キャンパス　

　　　　　　ラーニングコモンズリプラ

　　　　　神戸三田キャンパス　

　　　　　　 Ⅱ号館 102教室前

 　　　　　　Ⅵ号館 201教室前

内　　容

　全体テーマ：『なぜ今熊本に行くのか』

　　①行ったことでわかることがある

　　②私たちがしてきたこと

　　③こんな成長ができるから

　　④これからもしたいこと
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学年

1年生

2年生

3年生

4年生

研究科

計

合計

23 

20 

21 

11 

1 

76

神

1 

0 

0 

0 

0 

1 

文

3 

3 

3 

0 

0 

9 

社

4 

4 

4 

0 

0 

12 

法

2 

2 

1 

4 

0 

9 

経済

2 

0 

0 

4 

0 

6 

商

4 

3 

3 

0 

0 

10 

理工

2 

1 

1 

0 

0 

4 

0 

3 

2 

1 

0 

6 

4 

4 

1 

2 

0 

11 

教育

0 

0 

3 

0 

0 

3 

国際

１

0 

3 

0 

0 

４ 

研究科

0 

0 

0 

0 

1 

1 

総合
政策

人間
福祉

2018 年度　熊本地震現地ボランティア参加者数

第 12 回　熊本地震現地ボランティア活動

日　　程：2019年 2月 22日（金）～ 26日（火）
参加人数：学生 21名　/　教職員 2名
　１回生：８名、２回生：６名、３回生：３名、４回生：４名
活動内容
木山仮設団地
　活動：貝殻でひな人形作り、ブックカバー作り、茶話会
　　　　（折り紙）
馬水東道仮設団地
　活動１日目：入浴剤作り、集会所で行われる誕生日会の準
　　　　　　　備お手伝い
　活動２日目：なんでも屋さん（お宅訪問をしてお手伝い）、
　　　　　　　杉原紙で写真立て作り・小物入れ作りなど
安永仮設団地
　活動：ハーバリウムづくり、足湯、ハンドアロマ、茶話会
　　　　（折り紙）
大観峰（阿蘇市）での地震学習と振り返り
ワークショップ
　・フォトブック作成
　・支援室としての活動の終え方 /個人としての続け方を考える

（人）
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現地ボランティア参加者感想

第 9回　熊本地震現地ボランティア活動参加学生 商学部３年
加来　祐二郎

　この活動に参加する前と今とで「ボランティア」に対するイメージががらっと変わりました。ボランティ

アって素敵なことだなと思います。ただ被災した人たちとおしゃべりしたり遊んだりするだけでも立派な

ボランティアで、相手も僕らもどちらも幸せな気持ちになりました。ボランティアは心の成長や充実を感

じられるものだということを知りました。大事なのはお金とかより人とのつながりなのかなって思うこと

ができました。

　この経験を友だちとか家族に伝えたいし、また機会があれば新たな人や今回出会った人たちに会いに行

こうと思います。本当に今回の活動に参加できて良かったです。ありがとうございました。

第 10回　熊本地震現地ボランティア活動参加学生 法学部 1 年
柳田　奈津未

　現地に行かないと本当にわからないことがたくさんあることを知りました。目の前にいる人の背景を知

り、役割を通じて、できあがった関係を大切にする。継続的につながることが大切だと思います。

　ただ、ボランティアとしての在り方が今後本当に問われていくなぁと思いました。ボランティアがいる

ことで、逆に現地の人の負担になっていないか。ボランティアに終わりがあるのか。答えのない問題はす

ごく難しいです。ただ、自分は今回初めて参加してみて、貴重で今後に生かせるすごくいい経験をさせて

もらったのは確かです。
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第 11回　熊本地震現地ボランティア活動参加学生 文学部２年

森井　麻優子

　２日間の活動を通じて、これまでお会いしたことのない人たちと協力して１つのことを完成させること

ができたりのんびりお話しながら趣味・震災のことなど様々なことを聞くことができて、楽しい時間を過

ごせました。仮設で暮らす方々は当初私が想像していたよりもずっと明るく、皆さん元気で、仮設住宅の

大変さなどマイナスなイメージを感じさせないほどでした。ですが、話をしているうちに見えてくる現実

というものがあって、笑顔の背景にはつらい経験をされているのだということを痛感しました。苦労があ

る中でも、住民同士で催しを開かれていることを知り、仮設住宅に住まわれているからこそ出逢えた仲間

や楽しい時間があるのだと思いました。

第 12回　熊本地震現地ボランティア活動参加学生 理工学部３年
竹本　みぞれ

　熊本でのボランティアは 3 回目で、1 年ぶりに大観峰に行き、前回の活動（野焼き棒作り、商店街回り、

仮設での活動）を思い出すことができ、とても懐かしくなりました。熊本に何度も行き、たくさんの場所

に連れて行ってもらい、熊本現地ボランティアのことを思い出すことができる場所が増えていっているな

あと感じました。

　震災の話を聞いて、日常のある一場面の時に震災が起こるんだと、改めて感じました。いつ何時何があ

るかわからないんだなと自然災害の怖さを再び感じることができました。私も時折、1 人でいるときに震

災があったらどうしようと考える時があるんですが、みんなといるときにも少し意識してみるのもいいの

かなと思いました。

　フォトブック作りでは、写真を見返す行為をすることで仮設の方も、学生もみなさん笑顔で、笑顔の写

真を見て私も癒されました。たくさんの写真があって見返すのは大変ですが、とても大切な時間だなと思

いました。
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第１回　西日本豪雨水害ボランティアバス

日　　程：2018年８月10日（金）

参加人数：学生27名　/　教職員４名

　１年生：９名、２回生：５名、３回生：４名、４回生：９名

活動内容

　・泥かき、家具の搬出

　・食器の運搬、窓拭き、窓の枠組みの掃除

　・壁の取り壊し、壁の土の取り除き、土を土嚢につめる作

　　業 など

第 2回　西日本豪雨水害ボランティアバス

日　　程：2018年 9月 1日（土）

参加人数：学生 26 名　/　教職員 2名

　１年生：７名、２回生：４名、３回生：７名、４回生：４名、

　M１生：３名、科目等履修生 1名

活動内容

　・食器の運搬、窓拭き、窓の枠組みの掃除

　・壁の取り壊し、壁の土の取り除き、土を土嚢につめる作業

　・反熱材の撤去、砂や泥を家の外へ出す作業

【西日本豪雨水害支援】
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レモネード大作戦

＊レモネード大作戦とは

熊本地震現地ボランティア参加メンバーや学生コーディネー

ターが中心となり、学生有志を募って始めた西日本豪雨水害

被災地支援のチャリティーイベント

日　　程：2018年10月16日（水）～18日（木）10：00 ～ 16：00

場　　所：西宮上ケ原キャンパス　生協前プラザ

主　　催：関西学院大学 学生有志

後　　援：ヒューマン・サービス支援室

売 上 計：104,200円

　⇒必要経費を除く10万円をベルマーク教育助成財団に寄付

第 4回　西日本豪雨水害ボランティアバス

日　　程：2018年 10月 20日（土）

参加人数：学生 19名　/　職員 1名

　１年生：４名、２回生：４名、３回生：５名、４回生：６名

活動内容

　・民家で木を掘り出す作業

　・民家の掃除（窓ふき、壁掃除など）

　・災害ボランティアセンター移転作業お手伝い、帰ってき

　　たボランティアへの給水等サポート

※第３回 西日本豪雨水害ボランティアバスは台風の接近に伴い、中止。
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西日本豪雨水害ボランティアバス活動報告 ＆ レモネード大作戦

日　　程：2019年２月16日（土）13：30 ～ 15：30

場　　所：西宮聖和キャンパス　子どもセンター さぽさぽ

内　　容

　・「西日本豪雨水害ボランティアバス」の活動報告（活動参

　　加者へのインタビュー形式）

　・学生有志による「レモネード大作戦」の実施

売上金＋寄付金 7,000円をベルマーク教育助成財団へ寄付

学年

1年生

2年生

3年生

4年生

研究科

科目等
履修生

計

科目等
履修生

0 

0 

0 

0 

0 

1 

1 

合計

20 

13 

16 

19 

3 

1 

72 

神
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0 

0 

0 

0 

0 

0 

文
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1 

0 

0 

7 

社
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0 

0 

3 

0 

0 

7 

法
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3 

1 

3 

0 

0 

12 

経済

3 

1 

2 

3 

0 

0 

9 

商

1 

2 

1 

1 

0 

0 

5 

理工

0 

1 

2 

0 

0 

0 

3 

0 

2 

0 

3 

0 

0 

5 

1 

1 

5 

2 

0 

0 

9 

教育

1 

2 

1 

1 

0 

0 

5 

国際

2 

0 

2 

2 

0 

0 

6 

研究科

0 

0 

0 

0 

3 

0 

3 

総合
政策

人間
福祉

2018 年度　西日本豪雨水害ボランティアバス参加者数
（人）
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ボランティアバス参加者感想

第１回　西日本豪雨水害ボランティアバス活動参加者 社会学部１年

田中　緒実

　本格的なボランティア活動に参加するのも、今回のような被災地を訪れるのも初めてでした。被災され

た方々に何か出来れば、と思って参加しました。直接、被災された方とお話する機会がありましたが、思っ

ていた以上に被害が大きくお疲れの様子でした。

　次に参加する時には、被災された方とより深いコミュニケーションが出来るように、自分から積極的に

お話がしたいです。また、ボランティアだからこそできることが何かあると思うので、そういった面で力

になれればいいなと思います。

第 2回　西日本豪雨水害ボランティアバス活動参加者 言語コミュニケーション文化研究科
　博士課程前期課程１年

白　　　宇

　初めてのボランティア活動で、とても良い経験になった。実際に現場に来たことで、被災地の広さと大

変さがわかった。

　そして、共にボランティア活動に携わったグループメンバーとも友達になった。休憩時間に活動の感想

について話し合って、共感を覚えて、勉強にもなった。また、活動が始まる時のみんなの自己紹介や終わっ

た時の振り返りがとても良かったと思う。違う意見を吸収することで、成長にもつながったなと感じた。

　最後に、現地の方々が本当に優しくて、靴についた泥を水で綺麗にしてくれたり、かき氷まで用意して

くれたりして、感動した。またこのような活動に参加したいと思う。

第 4回　西日本豪雨水害ボランティアバス活動参加者 総合政策学部 3 年

胡子　奈々

　被災地ボランティアは初めての経験でした。想像していた作業イメージと異なる作業をすることになり、

初めは正直この軽作業で、ここで役に立てるのか残念に思っていました。しかし、必要なボランティア作

業や人数を把握し、住民とボランティアの仲介でとても忙しくしておられるサテライトの方々の様子を見

て、ボランティア側は現地の人と共に動くこと、臨機応変に対応することが一番大切で、現地では外部の

人が予想できない必要な作業が多くあるということが分かりました。今回の作業で現地の方々の手助けが

でき、沢山の気付きがあり、参加して本当に良かったと感じました。
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学生コーディネーター

年間活動スケジュール

４月３日（火）

　～ 5日（木）

４月12日（木）　

   ～ 13日（金）

４月18日（水）、

        20日（金）

４月23日(月）、27日
（金）、５月２日(水）

５月12日（土）
　～ 13日（金）

５月28日（月）

～６月１日(金）

６月２日（土）

８月～９月

９月11日（火）

10月12日（金）

12月10日（月）

    ～ 14日（金）

12月22日（土）

新入生オリエンテーション：

　パワポでの紹介、春ボラ配布

ボランティア EXPO2018

新入生歓迎会：ランチ会

新入生説明会

基礎研修

出張ボラセン

ボランティア団体交流会

ボランティアツアー

1回生コンペ

コンペ優勝企画「障がいを乗り越

えろ！～車イス体験 2018 ～」

ボランティアweek

　・展示「Let’ s !  みるぼら 2018」

　・学生CO企画「関学をジャック !!!」

　・学内ボランティア団体向け勉

　　強会「人を巻き込む企画のつ

　　くり方」

学生コーディネーター総会

西宮上ケ原キャンパス、神戸三田キャン

パス、西宮聖和キャンパス　各教室等

西宮上ケ原キャンパス

G号館会議室１

西宮上ケ原キャンパス

中央芝生

西宮上ケ原キャンパス

H号館 302 教室

千刈キャンプ

西宮上ケ原キャンパス

学生会館旧館ラウンジ前

大阪梅田キャンパス

1005 教室

西宮上ケ原キャンパス

G号館 301 教室

西宮上ケ原キャンパス

中央芝生周辺

西宮上ケ原キャンパス

　大学図書館エントランス　

　H号館 305 教室

西宮聖和キャンパス

　ラーニングコモンズリプラ

神戸三田キャンパス　　

　Ⅱ号館 102 教室前

　Ⅵ号館 201 教室前

ほか、多数の場所にポスターを設置

西宮上ケ原キャンパス

新学生会館会議室９

日　程 内　容 場　所
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2018年度年間目標「魅力UP」

　2018年度の目標は「魅力UP」としました。

　COの魅力が学内全体に広がることでボランティアを盛り上げたいという想いから、

この目標を設定しました。

　学生CO内部の魅力を活かし、関西学院大学の学生にもボランティアが普及すること

で目標を達成します。

　2017年度の活動の中で見えた学生COの課題は、「ミーティングの参加率が低い」とい

うものでした。この課題を解決し、学生COの魅力である「仲の良さ」や、「学生目線の

イベント」を外部に発信することでボランティアの魅力を学生に伝えていきます。

　具体的な目標は、「イベントの目標を前年度よりも上回ること」、「ミーティングの参

加率を上げること」としました。

　そのために、「ミーティングの質を上げ、ミーティング参加のモチベーションを上げ

ること」、「仲の良さを創り、活かすために５つの部署を設置し、組織的な運営をするこ

と」、「企画の改善ができるように、振り返りシートを利用すること」、「企画の向上のた

め、すべてのメンバーが１つ以上の企画に参加すること」などを行います。

　学生CO全員が協力し、３年目という節目に更に魅力を引き出し、躍進していきます。

2018 年度の活動方針、目標
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学生コーディネーター

２．学生コーディネーターの活動

春ボラ

＊「春ボラ」とは
「春のボランティア情報誌」の略称。学内のボラン

ティア団体を１冊にまとめた冊子。毎年新入生オ

リエンテーションで新入生全員に配布する。

日程：４月３日（火）～５日（木）

場所：各学部の新入生オリエンテーション実施教

　　　室等

内容：新入生オリエンテーションにて「春ボラ」

　　　を配布すると同時に、パワーポイントを使

　　　ってヒューマン・サービス支援室の紹介を

　　　する。

■「春ボラ」掲載団体（32団体）

・ヒューマン・サービス支援室
・ヒューマン・サービス支援室　学生コーディネーター（学生 CO）

○大学公認団体
・関西学院上ヶ原ハビタット
・学習ボランティアサークル ALIVE
・関西学院大学 宗教総部
・ほっとコミュニティ
・K.G. Brain Humanity
・くじら
・CLUB GEORDIE
・Eco-Habitat 関西学院
・SSV 関西学院
・AIESEC
・子どもの友
・関西学院大学 YMCA
・J-FUN ユース K.G

〇学内部署から公認または支援を
　受けている団体
・KG CLUB（入試課）
・SCCV（教育学部）

○学内団体
・IVUSA 兵庫西宮クラブ
・new look
・STUDY FOR TWO関学上ヶ原支部
・Linkall
・日本手話サークル　はなまる
・Salus Aqua
・Bridge for Children,KGU

〇インカレ団体
・関関 COLORS
・学生団体 Infinite connection

○学外団体
・地域フィールドワーク宝塚
・どんぐり文庫
・学生国際協力団体 CREDO
・教学の森
・PENS
・リーダーズカフェ /宝塚つばめ学習会
・西宮かぶとむし
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ボランティア EXPO
日程：2018年４月12日（木）～13日（金）
　　　両日ともに10：30 ～ 16：50
場所：西宮上ケ原キャンパスG号館会議室１
内容：「関学最大のボランティアの祭典」と称し、毎年
　　　開催している関学生が所属するボランティア団
　　　体の合同説明会。来場者は会場を自由に出入り
　　　でき、興味のある団体の話を聞くことができる。
来場者数（のべ）：389名
出展団体：15団体
　・ヒューマン・サービス支援室　学生コーディネーター
　・関西学院大学　宗教総部
　・STUDY FOR TWO　
　・地域フィールドワーク宝塚　
　・日本手話サークルはなまる　
　・ほっとコミュニティ　
　・AIESEC関西学院大学　
　・関西学院上ヶ原ハビタット　
　・リーダーズカフェ /宝塚つばめ学習会
　・IVUSA　兵庫西宮クラブ
　・K.G. BrainHumanity　
　・関西学院大学YMCA
　・学習ボランティアサークルALIVE　
　・関関COLORS　
　・PENS　

出張ボラセン

日程：2018年 5月 28日（月）～ 6月 1日（金）

　　　10：30～ 16：00　※最終日のみ 15：00終了

場所：西宮上ケ原キャンパス　

　　　学生会館旧館１階ラウンジ前

内容：普段はヒューマン・サービス支援室で活動して

　　　いる学生ボランティアコーディネーターが学内

　　　の別の場所に文字通り「出張」して、ボランテ

　　　ィア紹介をするイベント。「何かしたいけれど、

　　　支援室に行く勇気がない」という学生にきっか

　　　けを提供することが狙い。

来場者数：29名

　　　（うち、27名にボランティアコーディネート）



－ 34 －

学生コーディネーター

ボランティア団体交流会

日程：2018年６月２日（土）17：30 ～ 20：30

場所：大阪梅田キャンパス1005教室

内容：学内ボランティア団体の横のつながりを強くす

　　　るため、アイスブレイクやワークショップを実

　　　施。各団体の活動紹介や、団体内の課題を他団

　　　体の学生と話すことで団体をこえて交流し、つ

　　　ながりを深めた。

参加団体数：５団体（計20名）

ボランティアツアー

日程：夏季休暇中（８～ 9月）
活動先：7か所
　たからづか子ども食堂：子どもの学習支援、調理
　（８月 6日、20日）
　阪神スピック：車いすバスケ（８月 1日、8日）
　特別養護老人ホームにしのみや苑：納涼祭（８月 25日）　　　
　フォレスター松寿：森の整備、草刈り、植樹（９月1日）
　一般財団法人日本熊森協会：保育熊のエサやり、寝床
　掃除など（８月 7日、28日）
　特定非営利活動法人ペッツフォーライフ：犬や猫のお
　世話（８月 22日、23日）
 　西宮市段上児童センター：夏祭りのお手伝い
　（８月 30日、31日）
内容：ボランティアには関心があるが、1人で参加する
には不安な学生対象に、学生 COが一緒に活動先に行く
イベント。活動先は毎年変更し、様々な活動を経験でき
るようにしている。
参加者数（延べ数）： 77名
（一般学生：27名、学生 CO：50名）
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1 回生コンペ

日程：2018年9月11日（火）10：00 ～ 15：00
場所：西宮上ケ原キャンパスG号館301教室
内容：学生CO１年生が６つの班に分かれて、学内で実
　　　施するボランティア啓発イベントの企画を考える。
　　　企画力を鍛えることで支援室や学生COの活動へ
　　　の理解度を高めること、１年生同士の横の繋がり
　　　を作ることを目標とする。優勝した班の企画に
　　　ついては実際に実施する。
審査員
　室長１名、専従コーディネーター２名、事務職員１名、
　学生コーディネーター４年生（元副代表）１名
評価基準
　１．創造性
　２．実現可能性
　３．課題解決力
　４．チーム力
　５．熱意

コンペ優勝企画「障がいを乗り越えろ！～車イス体験 2018 ～」

日程：2018年 10月 12日（金）

　　　11：10～ 12：40 / 13：30～ 16：00

場所：西宮上ケ原キャンパス 中央芝生周辺

内容：一般学生に車いすの乗車体験・車いすを押す体

　　　験をしてもらう。障害を乗り越える体験から障

　　　がい者を理解してもらうという狙いがある。

来場者数：13名（一般人含む）
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ボランティアweek 2018

日程：2018年12月10日（月）～ 14日（金）
内容：
１．展示「Let’ s ! みるぼら2018」
　　場所：西宮上ケ原大学図書館エントランス、西宮聖和ラーニングコモンズリプラ、神戸三田
　　　　　Ⅱ号館102教室前・Ⅵ号館201教室前　
　　内容：ヒューマン・サービス支援室紹介、学生COの活動紹介、第10回熊本地震現地ボランテ
　　　　　ィア活動報告ポスター等
２．学生CO企画「関学をジャック !!!」
　　場所：ヒューマン・サービス支援室、西宮上ケ原キャンパス内掲示板、生協食堂等
　　内容：期間中キャンパス中を「ボランティアって何？」で埋め尽くす企画。
　①ポスター掲示「ボランティアって何？」：あらゆるところに黄色いポスターを展示
　②とんとんダッシュ！：一般学生に「ボランティアって何？」と突然聞き、ボランティアに対
　　するイメージを聞く
　③アタック150 ！：キャンパス内にいる学生にボランティアに関する２択を出題
　④リアル脱出ゲーム！：謎を解き支援室にたどり着ければ景品をもらえる
３．学内ボランティア団体向け勉強会「人を巻き込む企画のつくり方」
　　日程：12月８日（土）10：00 ～ 13：00
　　場所：西宮上ケ原キャンパス H号館305教室
    　講師：丸毛 幸太郎 氏（NPO法人Co.to.hana コミュニティデザイナー）
　　参加団体数：７団体（14名）
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学生CO総会

日程：2018年12月22日（土）10：00 ～ 13：00

場所：西宮上ケ原キャンパス 新学生会館会議室９

内容：イベント実行委員や部署の2018年度の振り返り、2019年度目標・活動計画の発表等

参加者数：支援室教職員 ８名、学生CO 52名
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　ヒューマン・サービス支援室では、活動の中核にある学生 CO がコーディネーターと

して十分なスキルを発揮するために、研修を行っている。2018 年度は年度初めとなる

春に基礎研修を行った。

　基礎研修の目的は、新たに入ってきた学生 CO を主たる対象とした新人研修である。

そこでは、ボランティアコーディネーターの重要性と基本的な知識およびヒューマン・

サービス支援室との関係など学生 CO がヒューマン・サービス支援室で活動する上での

基本的な事柄を理解することに主眼を置いた。

　また、学生 CO の活動ではイベントごとに実行委員を組み、企画書作成から企画を実

施するまで自分たちで取り組んでいくため、そのために企画の作り方やスケジュール管

理の方法について実践的な例を挙げて行った。

＜研修の趣旨＞
 ・ヒューマン・サービス支援室の学生 CO として必要となるスキルを認識し、それを身

　につける。

　そのために

　①　学生 CO の基本を身につける

　②　ヒューマン・サービス支援室のルールを共有する

 ・学生 CO によって必要となる企画の立て方、進め方を身につける。

　そのために

　①　企画を立てる上で必要な考え方を理解する

　②　スケジュールの明確化と共有の重要性を知る

＜研修内容＞
　①　基本的知識の確認

　　―　ボランティアとは？

　　―　大学ボランティアセンターとは？

　②　支援室について

　　―　学生 CO の位置づけと支援室との協働関係を確認する

　　―　支援室で活動する上での自分たちのルールを考える

　③　ボランティアコーディネーター（CO）について

　　―　コーディネートとは単なる情報提供ではなく、相手の新しい力を引き出す活動

　　　　であることを確認する

　④　コーディネートの role play

　　―　従来までのコーディネートと教科書的コーディネートの違いを確認し、自分た

　　　　ちにとってあるべきコーディネートの姿を考える
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　⑤　企画について

　　―　企画をおこなうことは関西学院大学内に新しいボランティア文化を生み出すことであることを自

　　　　覚し、それだからこそやってみたいということを形にしていくことが重要であることを確認

　　―　企画立案ワークショップを通じて、いかに企画していくかを実体験する
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　2019年度 学生コーディネーター代表を務めさせていただきます、文学部３年

の沖本祐基と申します。2019年度の現状と目標を書かせていただきます。

　2019年度にてヒューマン・サービス支援室が設立し４年目を迎え、学生COは

約70名の大所帯となり、毎日メンバー同士楽しく活動しています。また、年々

ヒューマン・サービス支援室に訪れる学生の数も増えていき、ボランティアに対

するニーズが高まってきていることを感じています。そのような現状の中、ボラ

ンティアに対して、学生COの技術や知識が追いつかないことが課題であると考

えています。上記に述べたように、関西学院大学ではボランティアに対する関心

は増えていますが、一方で関心度と比例して年々増え続けているボランティア募

集情報の数に知識面で対応しきれいていないという課題があり、コーディネート

活動等に支障をきたしています。

　このような課題を解決するためにも、2019年度の年間目標として、「ボラ充～

ボランティアって何～」というスローガンを定めました。この年間目標は、学生

COが改めて初心に戻り、ボランティア活動に参加し、ボランティアの「楽しさ」

を見つけることを目標として定めました。ボランティアが数多くある中、少しず

つ学生CO内でボランティアへ参加していき、コーディネート活動にて必要な知

識や情報を身につけていきます。また、ヒューマン・サービス支援室は2016年度・

2017年度は移行期、2018年度は組織としての基礎固めを行なった時期でありま

したが、2019年度は「原点回帰」として、忘れかけている、コーディネーターの

根源であるボランティアの意義を見つめ直すことも目標として、上記のスローガ

ンを定めました。

　2019年度は上記の目標を掲げ活動を行なっていきます。その上で、これまで

培ってきた気持ちを忘れず、コーディネーターとしての自覚と責任を持ち、学生

CO一同、関西学院大学のボランティアを盛り上げていく所存です。

文学部 3 年

沖本　祐基

４．来年度に向けて
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記録事項
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記録事項

リーフレット
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記録事項

ニュースレター
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記録事項

熊本地震現地ボランティア

第９回参加学生作成情報誌〈上ケ原〉
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記録事項

第９回参加学生作成情報誌〈聖和〉
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記録事項

第９回参加学生作成情報誌〈三田〉



－ 47 －

記録事項

第 10 回参加学生作成ポスター
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第 12 回参加学生作成ラジオ番組ポスター（４種）
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記録事項

学内主催イベント

ボランティア EXPOチラシ　表 ボランティア EXPOチラシ　裏

出張ボラセンチラシ春ボラ表紙
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ボラツアーチラシ　表 ボラツアーチラシ　裏

ボランティア EXPOチラシ　表 ボランティア EXPOチラシ　裏



－ 51 －

記録事項

ボランティア活動支援センター規程

第１条　関西学院大学に関西学院大学ボランティア活動
　支援センター（以下「支援センター」という）を置く。

（目的）
第２条　支援センターは、ボランティア活動の支援に関
　する基本方針を策定する。

（業務）
第３条　支援センターは、前条の目的を達成するため、　

次の業務を行う。
　　１　本学のボランティア活動に関する施策の企画・

立案
　　２　本学のボランティア活動に関する全学的方針の

立案及びその方策の推進
　　３　その他、前条の目的を達成するための業務
　２　前項の事業を推進するために、支援センターに

ヒューマン・サービス支援室を置く。
（構成）

第４条　支援センターに次の構成員を置く。
　１　センター長
　２　センター副長
　３　センター委員　３名（西宮上ケ原、西宮聖和、神

戸三田各キャンパスから１名）
（センター長）

第５条　センター長は支援センターを代表し、第３条に
　規定する事項について統括する。

　２　センター長は副学長の中から、学長が任命する。
　３　センター長の任期は１年とする。ただし、再任を

妨げない。なお、センター長が任期の途中で退任し
たとき、新任者の任期は前任者の任期の残存期間と
する。

（センター副長）
第６条　センター副長はセンター長を補佐する。センター

長に事故あるとき、又はセンター長が欠けたときは、
その職務を代行する。

　２　センター副長は本学専任教員の中からセンター長
が推薦し、学長が任命する。

　３　センター副長の任期は１年とする。ただし、再任
を妨げない。なお、センター副長が任期の途中で退
任したとき、新任者の任期は前任者の任期の残存期
間とする。

（センター委員）
第７条　センター委員はセンター長及びセンター副長を

　補佐する。

　２　センター委員は本学専任教員の中からセンター長
が推薦し、学長が任命する。

　３　センター委員の任期は１年とする。ただし、再任
を妨げない。なお、センター委員が任期の途中で退
任したとき、新任者の任期は前任者の任期の残存期
間とする。

（センター会議）
第８条　ボランティア活動の支援に関する基本方針を定

め、それに基づいて、ボランティア活動を評価し管
理するため、センター会議を置く。

　２　センター会議は次の委員をもって構成する。
　　１　センター長
　　２　センター副長
　　３　センター委員
　　４　大学宗教主事
　　５　学長補佐　１名
　　６　学生活動支援機構長補佐　１名
　　７　大学事務統轄
　　８　大学課長
　　９　学長が必要と認めた者　若干名
　３　センター会議は、副学長が招集し、議長となる。
　４　センター会議が必要と認めたときは、センター会

議の議を経てセンター会議委員以外の者を出席させ
ることができる。

第９条　センター会議は、次の事項を協議する。
　１　本学のボランティア活動に関する施策の企画・立

案
　２　本学のボランティア活動に関する全学的方針の立

案及びその方策の推進
　３　支援センター予算・決算に関する事項
　４　支援センター諸規程に関する事項
　５　ヒューマン・サービス支援室の人事に関する事項

（規程の改廃）
第10条　この規程の改廃は、センター会議の議を経て大

学評議会で決定する。

　附　則
１　この規程は、2016年（平成28年）４月１日から施行

する。
２　この規程は、2018年（平成30年）４月１日から施行

する。
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ヒューマン・サービス支援室規程

第１条　この規程は、関西学院大学ボランティア活動支
援センター（以下「支援センター」という）規程第
３条第２項に基づき、ヒューマン・サービス支援室（以
下「支援室」という）について定める。

（目的）
第２条　支援室は、ボランティア活動の支援に関する基

本方針に基づき、学生等によるボランティア活動を
支援し促進することを目的とする。

（業務）
第３条　支援室は、前条の目的を達成するため、次の業

務を行う。
　１　ボランティア活動への支援・助言
　２　ボランティア活動に関する情報収集と提供
　３　ボランティア活動への啓発
　４　ボランティア活動に関する評価及びそれに伴う公

表
　５　ボランティア活動協議会の開催
　６　その他、前条の目的を達成するための業務

（構成）
第４条　支援室に次の構成員を置く。
　　１　室長
　　２　副室長　３名
　　３　ボランティアコーディネータ
　２　室長は、支援センター副長が兼ねる
　３　副室長は、支援センター委員が兼ねる

（室長）
第５条　室長は支援室を代表し、第３条に規定する事項

について統括する。
　２　室長は本学専任教員の中から支援センター長が推

薦し、学長が任命する。
　３　室長の任期は１年とする。ただし、再任を妨げない。

なお、室長が任期の途中で退任したとき、新任者の
任期は前任者の任期の残存期間とする。

（副室長）
第６条　副室長は室長を補佐する。室長に事故あるとき、

又は室長が欠けたときは、その職務を代行する。
　２　副室長はボランティアに関する知識を有する本学

専任教員とし、支援室長が推薦し、学長が任命する。
　３　副室長の任期は１年とする。ただし、再任を妨げ

ない。なお、副室長が任期の途中で退任したとき、
新任者の任期は前任者の任期の残存期間とする。

（ボランティアコーディネータ）
第７条　ボランティアの全学的な推進と調整を行うため、

支援室にボランティアコーディネータを置く。
　２　ボランティアコーディネータは室長が推薦した者

を、支援センター長が任命・委囑する。
　３　ボランティアコーディネータの任期は１年とする。

ただし、再任を妨げない。なお、ボランティアコーディ
ネータが任期の途中で退任したとき、新任者の任期
は前任者の任期の残存期間とする。

（支援室運営委員会）
第８条　支援室の円滑な運営を図るため、支援室運営委

員会（以下「運営委員会」という）を置く。
　２　運営委員会は次の委員をもって講成する。
　　１　室長
　　２　副室長
　　３　学長補佐　１名
　　４　学生活動支援機構長補佐　１名
　　５　大学課長
　３　運営委員会は、室長が招集し、議長となる。
　４　運営委員会が必要と認めたときは、運営委員会の

議を経て運営委員以外の者を出席させることができ
る。

第９条　運営委員会は、次の事項を企画・立案し、支援
センター会議に提案する。

　１　ボランティア活動への支援・助言
　２　ボランティア活動に関する情報収集と提供
　３　ボランティア活動への啓発
　４　ボランティア活動に関する評価及びそれに伴う公

表
　５　ボランティア活動協議会の開催
　６　その他、前条の目的を達成するための業務

（協議会）
第10条　室長は、関西学院大学で活動するボランティア

団体の交流・協働を促進するため、室長、副室長に
よる協議会を置き、開催する。

（規程の改廃）
第11条　この規程の改廃は、運営委員会の議を経て大学

評議会で決定する。

　附　則
１　この規程は、2016年（平成28年）４月１日から施行
する。
２　この規程は、2018年（平成30年）４月１日から施行
する。
　了解事項
ボランティアコーディネータは期限付契約職員とする。
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ボランティア活動支援センター名簿

ボランティア活動支援センター長 
　　　冨田　宏治（法学部教授・副学長）
ボランティア活動支援センター副長
　　　関　嘉寛（社会学部教授）

ボランティア活動支援センター委員
　　　武田　丈（人間福祉学部教授）
　　　岩坂　二規（教育学部准教授）
　　　照本　清峰（総合政策学部准教授）
ボランティアコーディネーター
　　　成安　有希
　　　岡　秀和

ヒューマン・サービス支援室名簿

ヒューマン・サービス支援室長
　　　関　嘉寛（社会学部教授）
ヒューマン・サービス支援室副室長 
　　　武田　丈（人間福祉学部教授）
　　　岩坂　二規（教育学部准教授）
　　　照本　清峰　（総合政策学部准教授）

ボランティアコーディネーター
　　　成安　有希
　　　岡　秀和

2018年度　学生コーディネーター代表部名簿

代　表：　森本　敦史（文学部　３年）
副代表：　沖本　祐基（文学部　２年）
　　　　　土屋　裕里（社会学部　２年）
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2018 年度

関西学院大学ボランティア活動支援センター
ヒューマン・サービス支援室　活動報告書

2019 年 12 月  発行

関西学院大学ボランティア活動支援センター
ヒューマン・サービス支援室

〒662-8501　兵庫県西宮市上ヶ原一番町 1-155
TEL: 0798-54-6061     FAX: 0798-54-6161
E-mail: kg.hsso.info@kwansei.ac.jp
URL: https://www.kwansei.ac.jp/c_volunteer/
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